
 こうづけ

上野国
 しもつけ

下野国

しも うさ

下総国

 さ が み

相模国

  な   か

那珂郡

   か   み

賀美郡

 こ  だま

児玉郡
はん ざわ

榛沢郡

  は  ら

幡羅郡

  お ぶすま

男衾郡

おお さと

大里郡

  ひ  き

比企郡
 よこ み

横見郡

さきたま　　　　　　

埼玉郡（北）

さき たま      

埼玉郡（南）

  あ  だち

足立郡

いる  ま

入間郡

  こ   ま

高麗郡

にい  ざ

新座郡

  と  しま

豊島郡

  た   ま

多摩郡

 ちち  ぶ

秩父郡

  く    ら   き

久良岐郡

たち ばな

橘樹郡

  え  ばら

荏原郡

  つ づき

都筑郡

【 城 】 ３（川越城、難波田城、滝の城）

【石高】 ６（61754石）

【特色】 古代に入間道（武蔵国府と上野国府

　　　 を結ぶ官道）が整備され、人々の往来

　　　 や物資の流通により発展した。
　※　現在の川越、鶴ヶ島、坂戸、日高、飯能、入間、狭山、

　　所沢、ふじみ野、富士見、志木など。

【 城 】 ０

【石高】 ３（27481石）

【特色】 氾濫原で、有史以前から

       集落が発達し、古墳も多い。
　※　現在の深谷、寄居など。

【 城 】 １（深谷城）

【石高】 ４（36772石）

【特色】 5世紀頃に朝鮮半島から

　　　 渡来した秦氏（新羅系）

       が拓いたとされる。
　※　現在の熊谷、深谷など。

【 城 】 １（金窪城）

【石高】 １（11681石）

【特色】 1582年の神流川合戦

　　　 では、北条氏が織田方

       の滝川一益に勝利。
　※　現在の上里、神川など。

【 城 】 １（雉岡城）

【石高】 ３（26471石）

【特色】 関東管領上杉氏の

       没落後は、北条・上

       杉・武田による争奪

       の舞台となった。
　※　現在の本庄など。

【 城 】 ０

【石高】 １（5565石）

【特色】 郡名は、賀美（上）

       郡に対する那珂（中）

       郡の意とされる。
　※　現在の本庄、美里など。

【 城 】 ２（鉢形城、菅谷城）

【石高】 １（7039石）

【特色】 水利の悪い丘陵地が多い。絹織物が特産。

　　　 戦国期には小田原北条氏が鉢形城を有して

       いたが、豊臣勢の攻撃で落城した。
　※　現在の寄居、熊谷、深谷など。

【 城 】 ０

【石高】 ２（20950石）

【特色】 『平家物語』で有名

       な熊谷直実の出身地。
　 ※　現在の鴻巣、深谷、熊谷など。

【 城 】 ４（杉山城、小倉城、腰越城、青鳥城）

【石高】 ５（47211石）

【特色】 一の谷合戦で馬を担いで鵯越の急坂を駆

　　　 け下った畠山重忠や、木曽義仲の父源義賢

　　　 の館があった。山地から丘陵、そして沖積

　　　 地へと変化に富んだ地形が特徴。
　※　現在の東松山、ときがわ、小川など。

【 城 】 ０

【石高】 ２（19937石）

【特色】 668年に滅んだ高句麗から渡来した人々によって、712年につ

　　　　つくられた。その時のリーダーは「高麗王若光」という人。
　※　現在の日高、飯能など。

【 城 】 ４（天神山城、千馬山城、根古屋城、日尾城）

【石高】 ２（24662石）

【特色】 山々は険しいが土地は広く、牧畜に適し、農

　　　 産物や鉱物も豊富。隣国が甲斐武田氏であるた

       め、備えの拠点となった城郭が多い。
　※　現在の秩父、飯能など。

【 城 】 ２（忍城、騎西城）

【石高】 １２（236434石÷２）

【特色】 6世紀には武蔵の頂点に立ち、埼玉古

　　　 墳群をつくった豪族の根拠地であった。

       忍城は「のぼうの城」として有名。
　※　現在のさいたま、春日部、加須、久喜、行田、蓮田、

　　羽生、熊谷など。

【 城 】 １（武蔵松山城）

【石高】 １（10683石）

【特色】 吉見百穴など古墳

　　　 遺跡が多い。
　※　現在の吉見、熊谷など。

【 城 】 ２（石戸城、蕨城）

【石高】 １３（130252石）

【特色】 江戸時代には、江戸近郊地域と

　　　 して早くから野菜の供給地だった。
　※　現在の足立、さいたま、川口、鴻巣、上尾、草加、

　　蕨、戸田、鳩ヶ谷、北本、桶川など。

【 城 】 ３（八王子城、滝山城、片倉城）

【石高】 ６（61754石）

【特色】 武蔵国の国府が置かれ（現在の府中）、古くから政治・

　　　 経済・文化の中心地として栄えた。戦国期は、関東管領

　　　 上杉氏の支配から、北条氏、豊臣氏へと移っていった。
　※　現在の川越、鶴ヶ島、坂戸、日高、飯能、入間、八王子、狭山、所沢、ふじみ野、

　　富士見、志木など。

【 城 】 １（世田谷城）

【石高】 ２（21818石）

【特色】 地名の由来は、奈良

       時代に荏（荏胡麻）が

       繁茂していたから「荏

       の原」という説がある。
　※　現在の品川、目黒、大田、世田谷など。

【 城 】 １（江戸城）

【石高】 ３（28972石）

【特色】 平安末期からの支配者

　　　 豊島氏は、戦国期に太田

　　　 道真・道灌親子により滅

　　　 ぼされた。
　※　現在の千代田、中央、港、台東、

    文京、新宿、渋谷、豊島、荒川、北、

    板橋、練馬など。

【 城 】 １（茅ヶ崎城）

【石高】 ２（21005石）

【特色】 鎌倉街道が武蔵国の国府へつな

　　　 がっていた。
　※　現在の川崎、横浜など。

【 城 】 １（小机城）

【石高】 ４（44555石）

【特色】 7世紀頃から武蔵国府

　　　 へ繋がる府中街道が整

　　　 備され、それに沿った

　　　 最も近い穀倉地帯とし

       て開発が進んだ。
　※　現在の川崎、横浜など。

【 城 】 ０

【石高】 １（13950石）

【特色】 陸上・海上交通

       の要衝。
　※　現在の横浜など。

【 城 】 １（岡の城）

【石高】 １（7683石）

【特色】 758年に新羅から渡来した人々に

　　　 よって「新羅郡」がつくられた。

       後に「新座郡」に名称変更。　　　
　※　現在の練馬、西東京、さいたま、朝霞、和光、

　　新座、志木など。

【 城 】 １（岩付城）

【石高】 １２（236434石÷２）

【特色】 幾筋もの川があり、水上交

　　　 通がさかんであった。
　※　現在のさいたま、春日部、越谷、八潮など。

　※　現在の茨城県など。

　※　現在の栃木県など。
　※　現在の群馬県など。

　※　現在の神奈川県など。

  か   い

甲斐国
　※　現在の山梨県など。

かつ しか

葛飾郡
【 城 】 １（幸手城）

【石高】 ５（48296石）

【特色】 近世初頭に利根川

　　　 の流路変更に伴い、

       下総国から武蔵国に。
　※　現在の久喜、幸手、杉戸、

　　春日部、松伏、吉川、三郷など。

太
 日
　川

利
 根
　川

綾
　瀬
　　川

入
　間
　　川

荒
　川

多摩川

海

国境

郡境

河川

                           ２番目のサイコロの目     

     １　　　　　　　２　　　　　　　３　　　　　　　４　　　　　　　５　　　　　　　６

豊作
すべての郡において、

兵力を１増やす。

豊作
すべての郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を１増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人以外の郡

において、兵力を１増やす。

豊漁
海と接する郡において、

兵力を１増やす。

豊作
すべての郡において、

兵力を１増やす。

豊作
すべての郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を１増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人以外の郡

において、兵力を１増やす。

豊漁
海と接する郡において、

兵力を３増やす。

豊作
すべての郡において、

兵力を１増やす。

豊作
すべての郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を１増やす。

豊作
サイコロをふった人の郡

および隣接する郡において、

兵力を２増やす。

豊作
サイコロをふった人以外の郡

において、兵力を１増やす。

地震
すべての郡において、

兵力が半減。

（割り切れない場合は切り捨て）

百姓一揆
石高より兵数が多い郡で一揆が

起こる。石高の値になるまで

兵力を減らす。

百姓一揆
石高より兵数が多い郡で一揆が

起こる。兵力を半減させる。

（割り切れない場合は切り捨て）

一向一揆
石高より兵数が多い郡で一揆が

起こる。一向宗（独立勢力）が支

配する地域となる。兵力は４。

一向一揆
石高より兵数が多い郡で一揆が

起こる。一向宗（独立勢力）が支

配する地域となる。兵力は５。

疫病
最多数の郡を支配するプレイヤー

の地域で疫病が流行し、兵力が半

減する。（割り切れない場合は切り捨て）

疫病
石高より兵数が多い郡で疫病が流

行し、兵力が半減する。

（割り切れない場合は切り捨て）

凶作
すべての郡において、

兵力が半減する。

（割り切れない場合は切り捨て）

凶作
すべての郡において、

兵力が３分の２に減少する。

（割り切れない場合は切り捨て）

凶作
サイコロをふった人の郡および隣

接する郡において、兵力が半減す

る。（割り切れない場合は切り捨て）

凶作
サイコロをふった人以外の郡にお

いて、兵力が半減する。

（割り切れない場合は切り捨て）

凶作
サイコロをふった人の郡において

兵力が半減する。

（割り切れない場合は切り捨て）

津波
海と接する郡において、

兵力が３分の２に減少する。

（割り切れない場合は切り捨て）

豪雨
荒川の堤防が決壊！

荒川と接する郡において、

兵力を１減らす。

豪雨
利根川の堤防が決壊！

利根川と接する郡において、

兵力を１減らす。

豪雨
入間川の堤防が決壊！

入間川と接する郡において、

兵力を１減らす。

謀反
サイコロをふった人の家臣が謀反

を起こす。石高が10以上の郡の

兵力を１にする。

謀反
サイコロをふった人の家臣が謀反

を起こす。石高が10以上の郡の

兵力を１にする。

謀反
サイコロをふった人の家臣が謀反

を起こす。石高が10以上の郡の

兵力を１にする。

最
初
の
サ
イ
コ
ロ
の
目

１
　
　
２
　
　
３
　
　
４
　
　
５
　
　
６

【イベントの発生】　　※自分の番が回ってきたら、サイコロをふる。

【ルール説明】
　　■準備
　　　①　サイコロを２つ用意し、自分の兵力を示すコマを右から切り取ってください。
　　　②　各自、端っこのどこか１つの郡をスタート地点とする。ただし、石高10以上の郡をのぞく。
　　　③　初期設定として各自、兵力を５とする。
　　　④　プレーヤーのいない郡には、独立勢力として兵力４を置く。

　　■進め方         
　　　①　各自、ある郡から隣接する別の郡に兵を移動することができる。兵数はいくつでもよい。
　　　　まったく動かなくてもよい。ただし、支配する郡には兵力を少なくとも１は置く。 
　　　②　移動先に敵軍または独立勢力軍がいた場合は戦いとなる。攻撃側を先攻として、交互に
　　　　サイコロを振る。次の計算式に従って、敵兵力を減らす。

　　　　　（サイコロの目）－（城の数）＝（相手の兵力の減少数）
　
　　　　※　独立勢力との戦闘の場合城はカウントされない。
　　　　※　基本的にはどちらかが全滅するまで続ける。
　　　　※　攻撃側は、途中で戦闘を中止して撤退してもよい。
　　　　※　防御側は、途中で戦闘を中止して隣国に逃げることができるが、サイコロを振って出た数の
　　　　　兵数を失う。
　　　③　一巡して自分の番が回ってきたとき、兵数が石高より少ない郡は、兵数が２増える。
　　　　（独立勢力は増えない）     
　　　④　「イベントカ－ド」は毎タ－ンごとに全員が起こすことができる。サイコロを2回振って、下の
　　　　【イベントの発生】の指示に従う。
　　　⑤　10ターン終了時、郡の数が多い者が勝者。
　　　⑥　移動は1ターンに2回まで。　※戦闘も含む

　　　　　　　　 む 　さ　 し

ほぼ武蔵の
国盗り合戦
　

　～ ゲ－ムで学ぼう！

　　　戦国時代の埼玉・東京 ～

【補足説明】
　・各郡の石高については、木村礎校訂『旧高旧領取調帳』
　 （東京堂出版、1995年）に記載された、江戸時代末頃の
　　石高を参考にしています。
　・埼玉郡（北・南）は、本来一つの郡ですが、ゲームバラ
　　ンスを考えてあえて２つに分けています。
　・葛飾郡（現在は埼玉県東部）は、戦国時代には「下総国」
　　に属していましたが、江戸時代初期の利根川東遷事業によ
　　りに太日川が利根川下流になったことで、「武蔵国」に編
　　入されました。なお、このゲームを作成した昌平中学・高
　　等学校は、北葛飾郡杉戸町にあります。そんなこともあっ
　　て、「ほぼ武蔵の…」というゲーム名にしました。

© 2021 昌平中学・高等学校 社会歴史研究部
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【兵力コマ】
　
　　右の図のように
　　切り取り、折って
　　使ってください。

北条

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立

北条 上杉 成田 上田 太田 藤田 独立


